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おしえてちょうを活用して人生会議をした方々の声

【70代女性】
私は一人暮らしで家族がいないので、おしえ
てちょうに書いたことをケアマネジャーさん
にお伝えしてホッとしました。

【50代男性】
父親を看取りました。元気なうちに人生会議
ができたので、本人が望む生活の実現に向け
て精一杯取り組むことができました。

【８0代女性】
今まであまり深く考えたことがありませんで
したが、おしえてちょうを使って、スラスラと
書き残しておくことが出来ました。

【60代女性】
エンディングノートを書いたことがありました
が、書いておくだけで終わってしまい不安に
感じていました。他の人と話したり、伝えたり
することが人生会議と知り、おしえてちょうを
活用して気持ちがスッキリしました。

だから今、人生会議

おしえてちょうに書かれたあなたの思いを
身近な人、信頼できる人につたえてみましょう。

おつたえした人のお名前を書きこんだら、完成です。

完成したら、「お薬手帳」などに挟んで保管して
おけば、医師や薬剤師に相談しやすくなりますね。
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人生会議
はじめてみませんか

誰でも、いつでも、命にかかわる大きなけがや病気をする
可能性があります。
自らが希望する医療やケアを受けるために大切にしている

ことや望んでいること、どこでどのような医療やケアを望む
かを自分自身で前もって考え、周囲の信頼できる人たちと話

し合い、共有しておくことを人生会議といいます。

が

大阪市中央区版 人生会議のてびき

おもいを のこし つたえる

おしえてちょう

まずは、このてちょうを記入した日にち
と自分の名前を書きましょう

中央区役所
11番窓口で配布

を活用して
内面へ

だから今、人生会議

の

人生会議を重ねることで、あなたが自分の気持ちを話せなくなった
「もしものとき」に、あなたの心の声を伝えるかけがえのないものに
なり、あなたの大切な人の心のご負担を軽くするでしょう。



人生会議をお手伝いいただく方々へ

■人生会議は、個人の主体的な行いによって考え、進めるものです。知りたくない、考えたくない方への十分な配慮が必要です。
■ご本人の意思を聞き取り、確認しながら代筆いただいても結構です。書き記した後で読み上げるなど、ご本人に内容をご確認ください。
■医療・介護・福祉の専門職の方は、ご本人のご質問や疑問に対して、各々の立場からご助言いただきますようお願いいたします。

裏面へ

いつもあなたがお世話
になっている医療・介
護の関係機関を整理し
てみましょう。

身近で頼りになる医師
（かかりつけ医）や薬
局（かかりつけ薬局）
があると、いつでも相
談ができ、安心して生
活することができます。

たとえば・・・
「告知してほしいけ
ど、誰か隣にいて一
緒に聞いてほしい」
という方

一番上の「病名・余
命を告知してほし
い」と、一番下の
「その他」にチェッ
クして、カッコの中
にそのことを書いて
おきましょう。

自分で呼吸ができなくなった時、心臓が停止してしまった時について考えてみましょう。

将来あなたが
介護を必要と
する状態に
なった時や認
知症を患って
しまった時に
ついて考えて
みましょう。

あなたに最期
のときが近づ
いてきた時…。
どこでその時
を迎えたいか
を考えてみま
しょう。

無理にすべてを
決めなくても
いいんだよ
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６ここからスタート

すでに介護保険申請をさ
れている方

お世話になっている
●事業所
●担当者
●連絡先
を整理してみましょう。

病名や余命について医師から告知してほしいかどうかに関して、
あなたのお考えを整理してみましょう。

毎年のお誕生日に
もう一度読み返してみましょう

あなたの思い

たいせつに

お手伝いをしながら

その人の思い に 耳を傾けてみましょう 何度でも
書き直して
だいじょうぶ

誰かと相談しながら
書いてもOK！

ひとりで
書いても
OK！

「心臓マッサージおよびAED」について

心臓が停止した時に行う心臓マッサージや電気
ショックを与えるAEDを使用する時には、必要
に応じて人工呼吸も受けることになります。

「人工呼吸」について

自分で呼吸ができなくなった時に、口から管を入れたり、喉
の気管を切開して管を入れて、機械に呼吸を手助けしてもら
う人工呼吸器をつけることを指します。
自発呼吸ができない場合、人工呼吸器
をつけてしまったら、外すことはできません。


